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令和 5 年 10 月 1 日  

 
 

 

令
和
五
年
度
の
総
会
の
あ

と
新
し
く
会
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
人
生
百
年
時
代
を
見
据

え
、
地
域
の
高
齢
者
が
就
業

を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献

し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や

居
場
所
づ
く
り
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。 

会
長
と
し
て
私
も
、
活
力

あ
る
高
齢
社
会
を
支
え
る
組

織
と
し
て
「
自
主
・
自
立
・

共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念

に
基
づ
き
、
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
た
事
業
の
構
築
、
効

率
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の

充
実
の
た
め
、
今
後
と
も
会

員
及
び
就
業
の
確
保
な
ど
に

前
任
者
と
同
様
に
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 こ

こ
数
年
続
い
た
コ
ロ
ナ

感
染
症
も
一
応
収
ま
り
か
け

て
い
る
と
さ
れ
、
マ
ス
ク
姿

を
見
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ

に
き
て
再
び
感
染
拡
大
の
話

が
聞
こ
え
始
め
て
お
り
、
今

一
度
の
感
染
予
防
を
心
掛
け

た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

岩倉市シルバーだより 
 

発行 公益社団法人岩倉市シルバー人材センター〒482-0036 岩倉市西市町無量寺 2 番地 1 

62 号 

令和５年度定時総会 

就
任
の
ご
挨
拶 

会
長 

赤 

堀 

俊 

之 
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経常収益 A       120,143,774  経常費用  B        120,210,683 

 受託事業収益              93,308,920    事業費             117,990,695 

 労働者派遣事業等受託収益   1,583,036    管理費               2,219,988 

 受取会費                     302,000 

                    30050000 

  

 受取補助金等              24,628,000  経常外費用                    0 

 受取負担金                   258,000   

 特定資産運用益                   107  当期一般正味財産増減額 A-B 

 雑収益                        63,711  △66,909 

 

経常収益 A       124,642,200  経常費用  B        126,063,600 

 受託事業収益              97,670,200    事業費             123,219,800 

 労働者派遣事業等受託収益   1,621,000    管理費               2,843,800 

 受取会費                     300,000   

 受取補助金等              24,628,000  経常外費用                    0 

 受取負担金                   270,000 

 

  

 その他雑収益等       153,000   

 

令
和
五
年
六
月
十
四
日
㈬

午
後
二
時
か
ら
、
ア
デ
リ
ア

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
定

時
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
参
加
人
数
を
制

限
し
ま
し
た
が
、
本
年
は
、

四
年
ぶ
り
に
制
限
な
し
の
通

常
の
総
会
開
催
と
な
り
ま
し

た
。 総

会
で
は
令
和
四
年
度
事

業
報
告
、
令
和
四
年
度
収
支

決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
新
役
員
の
選
任
が
あ
り
、

令
和
五
年
度
収
支
予
算
等
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
四
年
ぶ
り
に
総
会

会
場
に
お
い
て
、
就
労
実
績

や
運
営
に
功
績
が
あ
っ
た
会

員
を
顕
彰
し
、
授
与
式
を
行

い
ま
し
た
。 

顕
彰
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

   

表
彰
状
受
賞
者 

◇
会
員 

堤 
 

 

豊 

尋 

宮 

川 
 

治 

木 

村 

良 

平 

佐 

伯 

文 

好 

増 

田 
 

亨 

油 

井 

み 

や 

長 

芝 

純 

子 

澤 

井 

久 

美 

代 

那 

須 

紀 

子 

白 

井 

ヤ 

イ 

子 

北 

岸 

テ 

ツ 

子 

奥 

村 

千 

恵 

子 

横 

井 

康 

仁 

伊 

豆 

田 

信 

行 

浅 

田 

武 

義 

武 

正 

元 

仁 

池 

田 
 

修 

丸 

尾 

敬 

二 

 感
謝
状
受
賞
者 

◇
会
員 

今 

留 

レ 

イ 

子 

稲 

垣 

鈴 

子 

山 

口 

夏 

代 

児 

玉 
 

都 

小 

野 

田 

茂 

次 

旭 
 

 

朝 

美 

森 

川 

義 

仁 

川 

添 

格 

三 

松 

田 

信 

幸 

水 

野 

伸 

雄 

浅 

田 

隆 

一 

梅 

崎 

正 

人 
浜 
田 

 

薫 

浅 
田 

有 

三 

 ◇
役
員 

高 

橋 

よ 
し 

み 

水 

谷 

義 

昭 

 ◇
発
注
者 

愛
陸
商
事
株
式
会
社 

                          

令
和
四
年
度
決
算 

                          

令
和
五
年
度
予
算 

令
和
５
年
度
定
時
総
会 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
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草刈講習会  剪定講習会  

 

◇
就
業 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
取
り
扱
っ
て
い
る
主
な
仕

事
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

ま
た
、
職
種
に
よ
っ
て
は
、

年
に
何
回
か
講
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

か
た
は
、
就
業
し
ま
せ
ん
か
。 

経
験
・
知
識
が
な
く
て
も
、

安
心
し
て
就
業
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。 

  草
取
り 

手
作
業
に
よ
り
草

を
取
り
ま
す
。 

 

 

草
刈 

刈
払
機
で
草
を
刈
り

ま
す
。 

 

芝
刈 

芝
刈
機
で
芝
生
を
刈

り
ま
す
。 

  

剪
定 

公
共
施
設
や
個
人
宅

の
樹
木
剪
定
を
し
ま
す
。 

 

 

塗
装 

公
園
の
遊
具
や
ベ
ン

チ
な
ど
の
塗
装
を
し
て
い
ま

す
。 

  

清
掃 

公
園
、
事
業
所
の
事

務
所
や
ト
イ
レ
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
共
用
部
分
や
駐
車
場
等

の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

家
事
援
助 

粗
大
ご
み
の
搬

出
（
清
掃
事
務
所
に
回
収
依

頼
し
た
時
の
宅
内
か
ら
収
集

場
所
ま
で
の
移
動
）
や
窓
ガ

ラ
ス
の
清
掃
、
部
屋
の
清
掃

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  
内
職 
セ
ン
タ
ー
内
の
作
業

場
で
紐
組
な
ど
の
作
業
を
請

け
負
っ
て
い
ま
す
。 

  

表
具
・
表
装 

襖
や
障
子
・

網
戸
の
張
替
え
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

  

 

◇
講
習
会
の
様
子 

 

            

  

          

 

シ
ル
バ
ー 

会
員
募
集
中 

岩
倉
市
在
住
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
六
十
歳

以
上
の
か
た
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

毎
月
第
２
水
曜
日
（
３
月

の
み
第
１
水
曜
日
）
に
定
例

の
入
会
説
明
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
当
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
等
に
ご
賛
同
い
た
だ

け
ま
し
た
ら
、
必
要
書
類
作

成
等
ご
入
会
の
手
続
き
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

な
お
、
会
費
と
傷
害
保
険

料
を
そ
れ
ぞ
れ
毎
年
千
円

い
た
だ
き
ま
す
が
、
初
年
度

は
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
ご
夫
婦
で
入
会

の
か
た
は
、
お
一
人
半
額
と

な
り
ま
す
。 

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

会
員
の
活
動
状
況 

 



(4) 

 

仕
事
の
申
し
込
み
依
頼

（
発
注
）
は
、
セ
ン
タ
ー
に

直
接
お
越
し
い
た
だ
く
か
、

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
内
容
を

う
か
が
い
、
必
要
に
応
じ
て

現
場
を
確
認
し
、
見
積
書
を

作
成
し
ま
す
。
見
積
書
を
ご

確
認
の
う
え
発
注
を
お
願
い

し
ま
す
。 

代
金
は
、
月
締
め
で
請
求

書
を
作
成
し
、
郵
送
し
ま
す
。

お
支
払
い
は
、
銀
行
振
込
み

と
な
り
ま
す
。 

        

な
お
、
発
注
が
立
て
込
み
、

注
文
を
お
受
け
し
て
も
早

急
に
対
応
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ※
剪
定
は
、
現
在
新
規
の
受

付
を
中
止
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
草
取
り
に
つ
い
て

は
、
対
応
会
員
が
減
少
し

て
お
り
、
お
時
間
を
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

    

仕
事
の
依
頼
方
法 


